
講演者 

皆さまのご健康と一日も早い熊本地震からの復興をお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■まちづくり学習会について 

136 回 中心市街地都市回遊路WSvoｌ.2～あなたのとっておきスポット、熊本にあると良いスポットの提案～ まちなか工房研究員 増山晃太、熊本市中心市街地グランドデザイン検討WGメンバー 

135 回 中心市街地都市回遊路WSvoｌ.1来街者の立場で3泊4日熊本旅行を考える まちなか工房研究員 増山晃太、熊本市中心市街地グランドデザイン検討WGメンバー 

134 回 城下町・新町古町地区の復興まちづくりは今            冨士川一裕（ＮＰＯ法人熊本まちなみトラスト事務局長） 

133 回 熊本城の被害と復旧への取り組み             古賀丈晴氏（熊本市経済観光局熊本城総合事務所技術主幹） 

132 回 桜町・花畑周辺地区のまちづくりーデザインの方向性―  熊本市都市建設局都心活性推進課技術主幹 永野康裕氏 

■過去の学習会 

入場 

無料 

201８年5 月 17 日(木) 

 

18:30～20:00 

熊本大学工学部 まちなか工房 
第 13７回 ５月のまちづくり学習会 

 

まちなか工房 

地区防災計画策定に向けた城東校区の状況 

日  時 

 
場  所 

お問い合わせ 

まちなか工房 下田・岡村 

e-mail：machi-kobo@cotton.ocn.ne.jp  

tel/fax：096-326-9502 

竹内裕希子 氏（熊本大学大学院先端科学研究部 准教授） 

熊本市中央区南坪井町 1-5  

上通並木坂サンコスメディオ 2 階 

 

 

第１３６回まちづくり学習会の様子 

共催：文部科学省 大学間連携共同教育推進事業 

「減災型地域社会のリーダー養成プログラム」 

    熊本大学 熊本復興支援プロジェクト 

まちなか工房では月に一度、中心市街地関係者や

市民を対象に『まちづくり学習会』を開催していま

す。県内外から専門家や実務経験者を招いて講演

を開き、中心市街地活性化策についてさまざまな

意見交換をしています。 

学習会終了後には、講師の方を囲み１コイン懇親

会も行っています。まちづくり学習会の御案内を e-

mail またはFAXにて差し上げますので、御希望の方

はまちなか工房まで。 

  

2011 年東日本大震災以降，内閣府は地域の防災計画である「地区防災計画」の策定を推奨して

います。熊本市城東校区は熊本市内の繁華街に位置しており昼夜人口の格差が激しい商業地域で

あり，2016 年熊本地震でも多くの避難者が発生したことから今後の対策として地区防災計画策

定が求められる地区の一つです。 

地区防災計画策定における課題整理を目的に、城東校区内の商業施設にアンケート調査を実施し

災害対応の現状把握と課題を抽出した研究について、お話致します。 


